
落合東小学校　第１学年　　 「生活科」 シラバス
　　

　生活科とはこんな教科です

　小学校生活科の学習では、具体的な活動や経験を通して、自分と身近かな人々、社会及び自然と

のかかわりに関心を持ち自分自身や自分の生活について考えさせるとともに、その過程において生

活上必要な習慣や技能を身に付けさせ、自立への基礎を養うことを重視しています。

　１年生の生活科は、年間１０２時間の授業を実施することになっています。

　１年生の学習内容

学期 学　習　の　ね　ら　い 単　元　名 学　習　内　容

・学校生活が初めての１年生は、学校 いちねんせいになっ ・遊ぶ、探検する、話す、聞く、

　探検をしながら学校の施設のことや たよ 　歌う活動をします。

　いろいろな先生がいることに気付き ・さあたんけんだ ・身体で表現します。絵や絵カ

１ 　楽しく学校生活が送れるように学習 ・ぐんぐんのびろ 　ードを描きます。

　していきます。

・花の種や苗を育てて継続して世話や ・花の種をまき意欲的に育てま

学 　観察をします。 　す。（花の汁で色水遊びリー

　　　　ス作り発表）

・あそびにいこうよ ・公園や野原で遊具や自然物を

期 　使って遊びます。

・自分なりに夏休みの計画を立てます。・うれしいななつや ・夏休みの計画をします。

　すみ 　　　（話し合い、製作等）

・花や種の収穫した喜びを様々な方法 ・ぐんぐんのびろ ・花や種を収穫します。秋植え

　で表現しまとめます。 　の球根を植えます。

２ ・最も身近である家庭生活に目をむけ ・だいすきだよ ・楽しかったことや仕事の紹介、

　ることで、家族のよさに気付いたり 　実演を行いさらに家でも実践

　家庭の中で自分ができることについ 　します。

学 　て考えるように学習していきます。

・秋の公園などで遊具や自然物を使っ ・あきになったねき ・季節を体感し自然の中で遊ん

　て遊んだり、秋みつけを行ったり地 　もちがいいね 　だり自然物を使って作ったり

期 　域の人と触れ合ったりします。 　します。

・冬休みのめあてを考えたり楽しい計 ・たのしみだねふゆ ・冬休みを意欲的に元気に過ご

　画を立てたりします。 　やすみ 　すように話し合います。

・昔の遊びを通して、地域の高齢者の できるよ ・伝承遊びをしたりおもちゃを

３ 　方々、近くの幼稚園児などたくさん ・むかしからのあそ 　作って遊び体験を広げていき

　の人と交流を深めるような学習を展 　びをしよう 　ます。

学 　開します。

・一年間の楽しかったことを振り返り ・おもいでがいっぱ ・新入生を迎える準備をし上級

期 　自分の成長を実感します。 　いできたよ 　生になる期待と意欲を持つよ

　うにしていきます。



　１年生の評価

○生活科では、「生活への関心・意欲・態度」「活動や体験についての思考・表現」

「身近な環境や自分についての気付き」の三つの観点で評価します。

生活への関心・意欲 活動や体験についての 身近な環境や自分についての

・態度 思考・表現 気付き

身近な人、社会、自然及び自分 調べたり、育てたり、作ったり 具体的な活動や体験をしながら、

自身に関心をもち、進んでそれ するなどの活動や学校や家庭な 学校や家庭及び地域と生活、公

らとかかわり、楽しく学習した どにおける自分の生活について、共物の利用、身近な自然や動植

り、意欲的に遊びや手伝いなど 自分なりに考えたり、工夫した 物、自分の成長などの様子に気

をしたりしようとする。 りして、それをすなおに表現す 付いている。

る。

○次のような方法で見ていきます。

１　自立の基礎を養うために子どもの良い点や可能性を見いだし励ます方向で評価します。

２　子どもの活動の様子や作品等に即し直接言葉をつけながら学習の過程を評価します。

３　授業への参加の様子、準備物、提出物、発表、メモのプリント、カード、個人の記録、振り返

　　りカードなどから評価します。

　おうちの方へのお願い

　生活科は、「子どもの生活から始まり生活に返る」活動を工夫します。生活科は、学習の対象や

場が子どもの生活圏であり学習を進める際直接保護者の皆様にかかわっていただくことやご協力を

いただくことが特に多い教科です。また、生活科の学習で学んだことが、子どもの生活の中で生か

されるようにご家庭でも配慮をお願いいたします。さらに、学習を通して子どもが成長した点をし

っかりみていただき、認め、褒めていただくことも大切です。子どもたちの成長の様子や変化など

を感じられたときは、ぜひ担任までお知らせください。共に喜びたいと思います。


